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　本書は、防災ボランティア活動のことをまだ知ら
ない人たちや、地震、大雨などによって被災地となっ
てしまった場合に、ボランティアを受け入れる立場
の人たちに読んでもらうために作成しました。
　被災したとき支援を受ける側の視点で作成してい
ます。読むことによっていざ被災したとき、ボラン
ティアの支援を円滑に受け入れることができる一助
になればと思っています。

このパンフレットでは、
ボランティアを地域で受け入
れる環境・知恵などのことを
「受援力」（支援を受ける力）
と言っています。地域外のボ
ランティアの力をうまく引き
出すことは、被災地の復興を
早めるなど、地域防災力を高
めることにつながります。

防災ボランティア活動は、
被災地の復旧・復興、被災さ
れた人たちへの寄り添いやお
手伝いなどに大きな役割を果
たしてきていますが、これま
で、被災地での理解が得られ
なかったためか、ボランティ
アの力が十分に発揮できてい
ない事例もみられます。

被災地の外から集まるボラン
ティアの人たちは被災地の土
地勘はもちろん、被災地が求
めているものが何かもわから
ないものです。被災地側から、
どのような状況なのか積極的
に伝えることが地域の「受援
力」を高める一歩です。

また、ボランティアにお手伝い
してもらうことは特別に難しい
ものではありません。見知らぬ
人たちの訪問や本当に無料でお
手伝いしてもらってよいのかが
戸惑いにつながっているかもし
れません。まずは、防災ボラン
ティア活動を知ることから始め
ましょう。
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※「災害ボランティア活動」「減災ボランティア活動」という呼び方がされていることがありますが、本書ではそれらを区別せず「防災ボランティ
ア活動」と記載しています。

刊行にあたって
　阪神・淡路大震災をはじめ大規模な災害が発生すると、
数多くのボランティアがいち早く被災地に駆けつけて、被
災された方々の救援や被災地の回復に大きな力を発揮して
いる。この間の取り組みの中で、ボランティアの活動は大
きく発展してきている。救援から復興に至るまでの持続的
な支援、被災地に負担をかけない自律的な支援、あるいは
被災された方々に寄り添う協働的な支援が、被災回復の文
化として定着しつつある。
　ところで、救援や復興の協働ということでは、個々の被
災された方々とボランティアの寄り添いに加えて、被災地
コミュニティとボランティア集団との連携がどうしても欠
かせない。ボランティアが被災地に寄り添うと同時に、被
災地がボランティアに寄り添うことが欠かせない。被災地
の再建には、ボランティアの支援力とともに被災地の「受
援力」が欠かせないということである。この「受援力」の
向上により、ボランティアの力が引き出され、被災地の復
興がより迅速に進むことになる。
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一言 防災ボランティア活動の関係者から集めた地域の「受援力」に関連する「一言コメント」を紹介しています。

●防災ボランティア活動を知らない人にまず読んでもらいたいページ
●地域住民（地域のリーダーの人たちを含む）と行政の人たちに読んでもらいたいページ
●特に行政の人たちに読んでもらいたいページ

●平時に高める「受援力」

●お手伝いの依頼の基本
●ボランティア活動の基本
●家屋では
●避難所では
●－災害ボランティアセンターとは？－
●－受け入れ事例の紹介－

●復興時のボランティアとのおつきあい

●特に行政の人たちへ
●「受援力」を高めることは、地域防災力の向上につながります (裏表紙 )
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